
　　　　 WEBセミナー
ご自宅や病院、診療所などから、インターネットを通じて視聴いただけるセミナーです。

共 催

　近年、CKDの保存期は延長傾向にあり、保存期よりCKD-MBDを合併する患者さんもみられます。透
析導入後の二次性副甲状腺機能亢進症（SHPT）に対して、どのような患者さんに、いつから介入し、また
PTHはどこまで下げるべきでしょうか。
　本講演会では、山田先生より早期SHPT治療の意義とカルシミメティクスが果たすべき役割について、
駒場先生より透析患者の適正なPTH値について、最新のエビデンスをもとにご講演いただきます。

2023年1月31日（火）19:00～20:00
Live配信

ウパシタ専用
WEBサイトは
こちら

カルシミメティクスを必要とする
臨床像について考える
～SHPTに対する早期介入の意義～

進化するSHPT治療
講演 Ⅰ

適正なPTH管理とは
－ the lower,the better か？

駒場 大峰 先生

講演 Ⅱ

東海大学医学部内科学系 腎内分泌代謝内科 准教授

山田 俊輔 先生

九州大学病院 腎・高血圧・脳血管内科 助教



■ 木村情報技術株式会社サポート窓口 (土・日・祝日を除く 9:00～18:00)　■  TEL ： 0952-97-9167　■  E-Mail : live@k-idea.jp
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ウパシタWEBセミナーの
事前登録および参加について

2023年1月31日（火）19:00～20:00
Live配信

本セミナーにかかわる著作権、商標権などの知的財産権その他の権利を侵害する行為及びデータの撮影、録音、録画その他の不正利用を固く禁じます。
尚、同業他社の方のご参加はお断りしております。発覚した場合にはしかるべき措置を取らせていただく場合がございますのでご注意ください。

本セミナーのご視聴は事前登録制をとらせていただいております。
お手数ではございますが、上記のURL、または右記の二次元コードから
ご登録をお願いいたします。
事前申し込み登録された方は、
ウパシタWEBセミナーの視聴案内メールが届きます。

■ Windows
　 OS：Windows 11, Windows 10, Windows 8.1
　 ブラウザ：Google Chrome 最新版, Microsoft Edge 最新版, Internet Explorer 11
■ Mac
　 OS：macOS 最新版
　 ブラウザ：Safari 最新版
■ その他設定
　 Cookie, Javascriptを有効にしてください。

https://gjm.pw/upa0131r

ご視聴時（ストリーミング中）は、他のタブ、ブラウザ、プログラムを終了することをお奨めします。
また、有線LANでの接続を推奨いたします。
高速Wi-Fiも使用可能ですが、通信が安定しない場合がございます。

PC

OS：iOS 14・iPadOS 14以降
ブラウザ：Safari 最新版iPad/iPhone OS：Android 9以降

ブラウザ：Google Chrome 最新版Android

ご視聴について

ご登録のお願い

※ 視聴環境を満たしていても、端末・回線状況によっては正常に視聴ができない場合がございます。
※ OS・ブラウザの予期せぬアップデートにより視聴に影響がでる場合もございます。

＜個人情報の取り扱いについて＞
収集した個人情報は、個人情報保護法及び弊社社内規定に従い適切に管理します。
また、収集した個人情報は、下記の目的以外には使用せず、ご本人の同意を得ずに第三者に提供することはありません。

①講演会の運営（出席者の確認・連絡）および今後の講演会のご案内
②医薬品・診断薬の適正使用情報および医学・薬学に関する情報提供

株式会社三和化学研究所
【個人情報保護に関する取り組み】https://www.skk-net.com/privacy.html


